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　バートン・クレーン1）（Burton CRANE, 1901―1963）は，戦前，昭和初期の日本で「酒が

のみたい」（1931年）などをヒットさせた，日本語で歌う外国人歌手の先駆者であり，また

他方では，戦前戦後を通じて活躍した，経済に強い知日派の米国人ジャーナリストでもあっ

た。クレーンについて，主として日本語文献に依拠しながら経歴のスケッチを試みた前稿

「バートン・クレーン覚書」（山田，2002）は，不十分な内容ながら，クレーンの再評価を進

めるひとつの契機となった。2006年に，石川茂樹氏，郡修彦氏らの尽力で，クレーンの楽

曲多数を良好な状態で復刻した CD音源がインディー・レーベル NEACHから商品化された

際には，これまた不十分ながらその時点で了解された楽曲のルーツについても解説を試みた

（山田，2006）。

　もちろん筆者には，最終的に，クレーンについての評伝を何らかの形でまとめたいという

思いはあるが，クレーンが書き残した膨大な量の新聞記事を読み進み，ジャーナリストとし

ての業績を消化して論評することは，到底容易なことではない。しかし，その作業が遅々と

して進まないうちにも，前稿の時点では利用できなかった，クレーンについての文献や史料，

あるいは，口述による情報が，筆者の元には相当蓄積されてきた。その結果，前稿の時点で

は情報がなく言及されていなかったクレーンの人物像が浮かび上がってきた部分もあれば，

前稿の記述に訂正を加えるべき箇所もいくつか見つかった。

　こうした状況を踏まえ，前稿発表後に入手した文献や，米国での現地調査で得られた一次

史料なども使いながら，クレーンの経歴や業績について，前稿よりも踏み込んだ形で少しず

つ再構成を試みることが必要であると考え，連載という形で，評伝の作成に向けた史料紹介

を進めていくことにした。初回である今回は，クレーンの生い立ちから，最初の滞日（1926

―1936）を経て帰国し，太平洋戦争の開戦に至る頃までの伝記的事実について取り上げる。

　筆者は，2006年度に東京経済大学個人研究助成費（C）を受給し，米国ニューヨーク州ニ

ューヨーク，バッファロー，ニュージャージー州プリンストン，ペンシルヴァニア州フィラ

デルフィアを訪問して，各地の公共図書館，プリンストン大学関係の諸図書館などで資料収

集にあたり，また，クレーンの一人娘であるシルヴィア・クレーン・エイゼンロール女史

Ms Sylvia Crane Eisenlohrにもお目にかかった。この現地での資料収集の結果，クレーンと
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夫人 Esther Craneの伝記的事実に関する包括的な史料として Crane, B.（1961）および

Crane, E.（1961）の存在を確認し，コロンビア大学でコピーを入手した。

　また，これに先立ち，石川氏を介して，シルヴィアさんから Babcock（1984）を提供され，

これによって，アマチュア・ジャーナリズム活動という観点を中心に置いたクレーンの素顔

について理解を深めることができた。

　Crane, B.（1961）および Crane, E.（1961）は，コロンビア大学のオーラル・ヒストリー

調査所（Oral History Research Office）が組織的に取り組んだ，日本占領に関与した米国人

たちへのオーラル・ヒストリー収集の一環として行われたインタビューである。クレーン夫

妻それぞれの語りをそのまま文字記録に起こしたものに，正確を期して本人たちが加筆した

証言という意味では，貴重な一次史料であるが，部分的には，思い違いや，筆記者の錯誤に

基づくと思われる記述も散見され，十分に注意して扱う必要がある。

　Babcock（1984）は，アマチュア・ジャーナリズムの世界で，クレーンと親交が深かった

編者が，クレーン自身が発行していた個人新聞や，他の関係者が発表した記事でクレーンへ

の言及があるものなどを編集し，クレーンを偲ぶという趣旨で刊行した私家版の出版物であ

る。クレーンが個人新聞などで発表していた文章など，貴重な内容を含んでいるが，その内

容は，オリジナルのファクシミリないし写真版ではなく，編者自らが活字を組み直して復元

したものや，大胆な省略を施して抄録したものであり，どこまで実際の一次史料の内容を反

映しているかは，保証の限りではない。

　いずれの史料の記述も，他の一般的な歴史的記述との整合性を十分考慮しながら，内容が

適切であるかどうかを確認していく必要がある。そうした点を認識しつつ，これらの史料を

軸に，前稿でも用いた文献や，クレーン自身が書き残した文書（同窓会からの質問票への詳

細な回答などが残されている），その他の一次史料なども活用しながら，前稿で誤りを含ん

でいた点や，不明確であった点を中心に，クレーンの経歴を再構成していくことにしたい。

1―1　父・クレーン師の背景と，幼少期のクレーン（1901―1914）

　バートン・クレーンは，1901年 1月 23日にニューヨーク州バッファローで生まれた2）。

正式な本名は，Louis Burton Crane, Jr. である。末尾に Jr.とあるように，父子は同名であっ

たが，父が Louis B. Craneと自称したのに対し，長子であるクレーンは，それと区別する必

要を重んじてか，Louisを省き，もっぱら Burton Craneと称した。また，長老派教会の牧

師であった父は，Reverendの敬称で言及されることが多かった。以下，本稿でも父親への

言及では「クレーン師」という表現を用いる。

　クレーン師は，1869年 4月 23日にイリノイ州西部のMount Sterlingという小さな町で，

Frederick D. Craneを父に，Adelaide Wells Craneを母に生まれた3）。同じイリノイ州 Gales-
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burgの高校 Knox Academyを経て，1887年から 1889年までノックス・カレッジ（Knox 

College）で学んでから，3年次に編入する形でプリンストン大学に進み，1891年に卒業した。

その後もプリンストンに留まって神学校（Princeton Seminary）に学び，1894年に修士号を

取得した。その後，時期ははっきりしていないが，1895年前後にドイツへ留学する機会を

得てベルリン，エルランゲン，ギーセンに学んだ後，1896年に，補教師（assistant pastor）

としてプリンストンの第一長老派教会（the First Presbyterian Church）で聖職者としての一

歩を踏み出した。

　1899年にクレーン師は，バッファローのカルヴァリー長老派教会（The Calvary Presbyte-

rian Church）の牧師（主任担任教師 pastor）に招聘され，これに応じた4）。着任後まだ間も

ない 1899年 10月 25日に，クレーン師はメリーランド州ボルチモア出身のジョセフィン

Josephine Hopkinson Smithと最初の結婚をした。1901年には長男が誕生し，自分と同じ名

前を与えた。こうしてクレーン師は，バッファローで，いわば一人前の牧師となり，結婚し，

子どもを得たのである。ところが，彼はこの地には留まらなかった。

　クレーン師はシカゴに移り，1902年から 1905年までシカゴ神学校（Chicago Theological 

Seminar）で新約聖書を教授した。この期間の研究成果が，1905年に刊行された『The 

Teaching of Jesus Concerning the Holy Spirit』（Crane, L.B., 1905）である。その後，1905年に

クレーン師は，牧師代理（Supply）としてペンシルヴァニア州 Scrantonの会衆派教会

（Scranton Congregational Church）に一年間勤め，1906年にペンシルヴァニア州イーストン

Eastonのブレイナード組合教会（Brainerd Union Church）で再び牧師となる。この地で，

妻ジョセフィンは，幼い息子を残して 1908年 5月 8日に亡くなってしまった。

　1910年 3月，クレーン師はエリザベスのウェストミンスター長老派教会に着任した。そ

して，7月 9日に，イーストン出身のメイベルMabel Schuylerと再婚した。クレーン師は，

短期間，教会の近くに居住していたようだが，やがて，教会から徒歩で十分余りの 659 

Newark Avenueに居を構えた5）。この場所は，エリザベスからニュアークへと向かう街道沿

いであり。この場所から坂を下っていった先の中心市街地の外れに，当時はウェストミンス

ター長老派教会が建っていた。結果的には，この家がクレーン師の終の住処となった。

　エリザベスに定着し，再婚して新たな家庭を築き始めた頃のクレーン師は，40代に入っ

たばかりの働き盛りだった。1916年には，母校ノックス・カレッジから神学博士号を授与

されている。また，この頃からクレーン師はプリンストン神学校の運営にも理事（Director）

として関わり，1921年（1922年？）には，プリンストン神学校で L・P・ストーン基金講座

の講師として教鞭をとった6）。また，1921年から 1923年にかけて，長老派教会の米国全体

の大会（the General Council of the Presbyterian Church in the U.S.A.）の執行委員も務め，

その後も地区レベルでの長老派教会の運営に永く関わった。

　晩年のクレーン師は，気管支炎が持病となっていた。1934年の 4月に発作で倒れ，一時
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はフロリダ州で静養生活を送ったが，結局は自宅に戻り半年程の闘病の末に 1934年 10月

19日に亡くなった。遺体はイーストンに葬られた。

　こうした父クレーン師の人生は，優れた聖職者として，真摯に生き抜かれたものであった

ように，第三者の目には見える。しかし，息子バートンの立場から見れば，このような父の

下での幼年期は，どのようなものであったのだろうか。クレーン自身は幼い時期についてほ

とんど語っていないので，敢えて想像力も働かして考えてみたい。

　幼いバートンは，生まれてから一家が各地を転々とする中で，7歳にして実母ジョセフィ

ンを失い，9歳で定住の地を得ると直ぐに継母と生活するようになった，ということになる。

さらに，その後，クレーン師と後妻メイベルとの間には息子 3人と娘 2人が生まれ，少年期

のバートンは少し年齢の離れた多くの異母弟妹をもつことになった7）。継母は，実子である

幼い弟妹たちの世話にかかりっきりだったことだろう。仮に，継母が相当の配慮をしていた

としても，クレーン少年は一種の疎外感を強く感じたことであろう。

　クレーン少年は，ボーイ・スカウト活動に参加するなど，活動的な一面ももっていたが，

一人で本を読んでいることも多い，物静かな一面もあった。ユーモアもあって人を引きつけ

る魅力があったが，孤独感を漂わせるところもある，早熟な子どもだったらしい8）。こうし

た性格の一端は，継母や異母弟妹とのある種の緊張関係を孕む家庭環境によって形成された

ものであったかもしれない。

　クレーン少年は，（広い意味での）ジャーナリズムへの関心という点でも早熟だった。11

歳から 12歳のころに，教会の業務のために父親が所有していた印刷機を使い，個人新聞を

作ったのが，（アマチュア）ジャーナリストとしての第一歩であった。最初に作った個人新

聞は「The Owl」（梟）という題で，まだ 11歳だった 1912年 12月に第 1号が作られた（Bab-

cock, 1984, p. 5）9）。この個人新聞は，（少なくとも当初は）ほぼ月刊で刊行されていたようで，

1913年 6月には第 7号が出されている（Babcock, 1984, p. 6）。後にクレーン本人が 1931年

10月に刊行した別の個人新聞「Masaka」の第 1号で述べたところによれば，「The Owl」は

少なくとも第 10号までは確実に刊行されたようである。また何号とは明記されていないが，

1913年 11月に刊行されたものが定期的刊行の最後となり，その後，間を置いて 1916年に

最終号が刊行された。個人新聞を刊行し始めて間もなく，クレーンは友人が教えてくれたニ

ューヨーク・サン（the New York Sun）紙の切り抜きで，全国アマチュア新聞協会（National 

Amateur Press Association）10）の存在を知り，12歳にしてこれに参加し，地元（隣町）の

Newark Amateur Press Clubにも関わった。程なくして父クレーン師は，息子の熱中ぶりを

憂慮し，こうした活動を止めさせたという（Babcock, 1984, pp. 10―11）。

　クレーン少年は，後に伴侶となるエスター・メリック Esther Merrickと，エリザベスに

移り住んで間もない時期に出会っている。エスターはエリザベス出身で，生まれたときから

ずっと同じ家に住んでいた（Crane, E., 1961, p. 1）11）。彼女の一家が通っていた教会に，新
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たに赴任して来た牧師の息子が将来の夫となるクレーン少年で，二人は同年齢だった。幼い

二人は，一緒に賛美歌を（歌うのではなく）口笛で吹いたりしていたという（Crane, E., 

1961, p. 3）12）。

1―2　学校教育とジャーナリスト修行（1914―1925）

　クレーンは，（おそらく）1914年に，エリザベスから西へ 60kmほど離れたニュージャー

ジー州 Blairstownにある，長老派教会系の全寮制高校 Blair Academyへ進学した。クレーン

がブレア校に進んだのは，学校の性格から見て父親の意向であった可能性が高いが，継母と

馴染めなかったクレーンが家を出たがったという面もあったかもしれない。高校の学校演劇

では，トロイのヘレンを演じたという13）。

　1918年 9月，クレーンは，父と同じく名門プリンストン大学へ進んだ14）。在学中は，「バ

ート」（Burt）の愛称で呼ばれ，陸軍の予備役将校訓練課程に砲兵として所属していたとい

う15）。しかし，クレーンは 2年間学んだものの卒業はせず，大学を中退してしまう16）。

　やがてクレーンは，地元の新聞を振り出しに，いわばジャーナリストとしての修行時代に

入った。クレーン自身が書き残したところによると，1920年に大学を離れた後，建設会社

George Dose Engineering Co. で一年間働いた後，1921年から 1923年まで地元エリザベスの

the Elizabeth Evening Times紙に記者として勤めた17）。ここでクレーンは，入社時に 12ドル，

入社半年後に 15ドルになっていた週給を，18ドルに上げるよう要求し，上司に「お前は天

才のつもりか！」と罵られたという（Babcock, 1984, p. 23）18）。その後，1923年には短期間

のうちに転職を重ね，the Newark Ledger紙記者を経て，AP通信（The Associated Press）フ

ィラデルフィア支局に編集者として職を得た19）。

　1925年，当時 AP通信フィラデルフィア支局に勤めていたクレーンはジャパン・アドバタ

イザー（the Japan Advertiser）紙の経営者であった B・W・フライシャー B. W. Fleisherと

会った。紹介したのは，プリンストン大学の級友で，フライシャーの娘婿だったWilliam 

Stix Wassermanで，場所は，フィラデルフィアの北郊に位置するペンシルヴァニア州

WhitemarshのWasserman宅であった（Crane, B., 1961, p. 2）。

　この会見でフライシャーに気に入られたクレーンは，3年契約の経済面編集記者としてア

ドバタイザー紙へ招聘された20）。後にクレーンは，この招聘はフライシャーが自分を過大に

評価した結果であって，フライシャーの期待に応えるため後々大いに勉強をしなければなら

なかった，と述べている（Crane, B., 1961, p. 1）。

　クレーンは，日本に職を得たことを受け，既に事実上の許婚者であったエスター21）と（予

定を繰り上げて）1925年 10月 1日にエリザベスで結婚し，1925年の遅い時期に妻とともに

日本へ渡った。
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1―3　経済記者として

　こうしてクレーンは，経済記者として来日することになったが，それまで日本への特段の

関心はなく，日本語も学んでいなかった22）。来日後，取材活動ではマルヤマ某（クレーンは，

後の占領期にもこの人物を助手にしているにもかかわらず，彼の名を憶えていないとインタ

ビューで語っている）という助手に日本語の文書を英訳してもらいながら，仕事を進めてい

った（Crane, B., 1961, p. 3）。来日後のクレーンは，精力的な取材活動を通して多数の要人

と親交を結び23），他方ではカフェーなど夜の街にも出かけて日本語を鍛えた24）。クレーン

本人によれば，日本語を習ったとは言えないが，三千語程度の日本語を憶え，生活には困ら

ないようになり，教養ある話し方はできないが，女給やホステスとやりとりできる程度には

なった，という（Crane, B., 1961, p. 4）。

　クレーンは記者としてたちまち頭角を現し，1927年前半には署名コラム「A Song o’ Six-

pence」をもつようになり，1930年に刊行された『日本新聞年鑑』にはアドバタイザー紙の

「編輯」責任者として名が記された（山田，2002，注 3）。当初 3年だったアドバタイザー紙

との契約は，当然のように更新され，在籍は最終的に 11年に及んだ。クレーンはまた，

1926年からウォールストリート・ジャーナル紙の通信員（correspondent）となったのをは

じめ，1928年からは英国のフィナンシャル・タイムズ紙，1931年からは豪州のシドニー・

モーニング・ヘラルド紙の通信員としても記事を書き送った25）。ハリス（1986, pp. 56―57）

によれば，クレーンは，後に帰国の際に，ヴァラエティ誌やいくつかの業界紙に原稿を送る

仕事をまだ 20歳そこそこのハリスに引き継いだといい，他にもいろいろなところに原稿を

書いていたようだ26）。

　来日後，クレーンが居宅を構えたのは，当時の赤坂区榎坂町 5番地（枝番は不詳）だっ

た27）。米国大使館が同じ榎坂町の 1番地 5にあり，そこから歩いてすぐの裏手に住んでいた

ことになる。しかし，クレーンはニュース源としては大使館を重視していなかった。むしろ

大使館側が，日本の経済事情についてクレーンに見解を求めてやって来ることの方が多かっ

たという（Crane, B., 1961, p. 6）。

　クレーンの妻エスターは，来日当初は日本人に英語を教えたり，アメリカン・スクールで

美術を教えたりしていたが，1926年 12月 21日に長女シルヴィアを出産すると，しばらく

は育児に専念した。その後，1929年夏以降は，社交欄の担当者としてアドバタイザー紙で

働いた。記者として最初の仕事は，軽井沢の社交界の取材だった（Crane, E., 1961, pp. 4―7）。

また，その後，1932年に駐日米国大使としてジョセフ・グルー（Joseph Clark Grew, 1880―

1965）が着任した後，エスターは社交欄記者としての仕事と並行して大使夫人 Aliceの私設

秘書となり，米国人のみならず，他の外国人や日本人要人たちの社交界をつぶさに観察して
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いくことになった（Crane, E., 1961, p. 12ff）。

1―4　歌手活動について（1931―1936）

　日本語の会話力を付けるため（と称して？）単身でバーに出入りしていたクレーンは，や

がて女給たちから日本語の歌を教わり，また，米国の歌に日本語の歌詞をのせて歌ってみせ

るようになった。その噂がコロムビアに知れるところとなり，クレーンはレコードを出すこ

とになり，それがあっと言う間にヒットした（Crane, B., 1961, p. 13）。

　通説では，当時外資系であった日本蓄音器商會（後の日本コロムビア）のレスター・ホワ

イト（Lester H. White）社長が，宴席で米国の曲を日本語の歌詞で歌うクレーンを見つけ，

レコード化を進めたという（山田，2002，注 4）。しかし，別の説では，コロムビアの「ヨネ」

某（Mr. Yone）なる人物が，クレーンとの折衝にあたり最初の録音まで漕ぎ着けたという

（Babcock, 1984, p. 234）28）。

　クレーンは，1931年 4月新譜（実際には 3月下旬までに店頭に並ぶ）として発売された「酒

がのみたい /家へかえりたい」でレコード・デビューし，1934年 2月新譜「バナナは如何

/バルセロナ」まで，SP盤 30面分の歌と，歌を盛り込んだ漫談 2面分の録音を残した29）。

これはすべて，ホワイトの社長在任中のことであった。クレーンは，1934年にホワイト社

長が退任した後はコロムビア・レーベルから新たな新譜を出さなかった。詳しい事情は不明

だが，その後 1936年には，テイチクから上村まり子とのデュエット「二人は若い /恋は荷

物と同じよ」が 2月新譜として発売され，これがクレーンが日本に残した最後の録音となっ

た30）。

　歌手として名の売れたクレーンは，フライシャーの許可を得て，実演の舞台にも立つこと

もあった。特に，1932年 2月には，大阪・道頓堀の大阪松竹座で松竹楽劇部と共演する 25

日もの長期公演を行った（Crane, B., 1961, pp. 13―14）31）。クレーンは，この時の様子につい

て，1932年 4月に刊行した個人新聞「Masaka」第 3号で「3曲を日本語で歌い，可笑しい

はずの話をした。ウケたと思ったし，自分も愉しかった。人生最高のひとときだった」と述

べている（Babcock, 1984, pp. 26―27）32）。

　さらに後には，大阪劇場で，米国のジャズ楽団の司会として出演し，歌も歌ったという

（Crane, B., 1961, p. 14）33）。この他にも，クレーンは時折ステージに上ることがあったよう

だ34）。

1―5　演劇人としてのクレーン（1928―1963）

　前稿（山田，2002）ではごく簡単にしか触れていないが，クレーンは演劇への関心も強く，
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日本の演劇や映画についての記事（例えば，クレイン，1936＝2006）も残している。また，

若い頃から戯曲を書いたり，ギリシア古典劇の改作をしたり，素人劇団での上演に取り組ん

だりと，様々な実践に取り組んでいた。

　クレーンは，東京に来てから，特に戯曲の執筆に熱中していたようで，時期は明記されて

いないが，プリンストン大学の同窓会に送られたアドバタイザー紙を連絡先とする住所届に

付されたメッセージには，5本の戯曲を書いたが，おそらくどれも上演される機会はないだ

ろう，などと記されている35）。クレーンの演劇への情熱は，以降も一生続いた。晩年にクレ

ーン自身が述べているところでは，1928年頃以来 18本の戯曲を執筆し，そのうち 5―6本は

ブロードウェイでの上演を目指してプロデューサーに渡されたが，ブロードウェイでの上演

は実現しなかったという。

　（後述する）エスターの帰国を報じる讀賣新聞の記事（1937年 4月 13日付）には，「夫君

は既に一と足お先に帰國して目下日本に取材したレヴューの作曲に没頭している」という一

節がある。これがどんな内容だったのか，そもそも完成を見たのか否かは解らない。しかし，

「おそらくどれも上演される機会はないだろう」という謙遜とも自嘲ともとれる言葉に反し

て，クレーンが脚本と歌詞を書いたミュージカル『Nona』は占領期に東京のアーニー・パ

イル劇場（the Ernie Pyle Theater）で上演され，同じくミュージカル『Anyone For Love』は，

1957年にニュージャージー州 Spring lakeで二週間上演された。さらに，クレーンの戯曲の

うち一幕物 7本は出版されたという36）。

　クレーンの戯曲の代表作といえそうなのは，1929年に the Tokyo Women’s Club ［不詳］

のために書き下ろしたとされる一幕物の犯罪劇『The Mystery of the Silver-backed Hairbrush』

で，戦後出版されている（Crane, 1950）。

　もう 1冊，クレーンの戯曲で出版が確認されたのは，ギリシア古典悲劇の翻案集『The 

House of Atreus（A Play）』である（Crane, 1999）。『ヘカベ』（原作エウリピデス），『アガメ

ムノン』（原作アイスキュロス），『エレクトラ』（原作ソフォクレス）をそれぞれ 30分程度

で上演できるよう仕立て直したもので，通して上演することも，それぞれ独立させて上演す

ることもできるようになっており，学校やアマチュア劇団による上演に向いた作品となって

いるようだ37）。

　ニューヨーク・タイムズ紙に出たクレーンの訃報では，戦前か戦後か時期ははっきりしな

いが，クレーンが東京の在日外国人のアマチュア劇団である the Tokyo International Players

で 6本の戯曲を演出し，うち 5本は自作だったという記述があるが，その中には以上で挙げ

た作品も含まれているのかもしれない。クレーンは晩年にも The Amateur Comedy Club of 

New Yorkに出演し，演出も行っていたという38）。「素人」と冠を付けるべきではあろうが，

クレーンが終生の演劇人であったことは間違いがなく，それが熱心な作劇という形で現れた

のは最初の東京滞在の頃だったのである。
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　ちなみに，1936年に帰国し，転職先を探していた頃にも，クレーンはある高名なプロデ

ューサーに自作の戯曲を渡していたらしい。内容は，中国で宣教師の妻が強姦される，とい

ったものであったという。結局，「生々しいリアリズム」の故か，この作品が陽の目を見る

ことはなかった（Babcock, 1984, p. 235）39）。

1―6　帰国前後の事情（1936―1937）

　クレーンは，1936年秋に帰国するが，その理由や経緯ははっきりしていない。なぜこの

タイミングで帰国したかをクレーン自身が説明した記録は残っていないようだが，クレーン

の妻エスターは，帰国の事情について，インタビューで以下のように説明をしている

（Crane, E., 1961, pp. 18―19）。

　1936年夏の時点で，クレーン夫妻は，日本での将来について悲観的になっていた。当時

はまだ，特に日本で何かが進んでいるという感じはしていなかった（戦時体制への傾斜とい

ったことは感じ取っていなかった，という意味40））が，二人で勤めていたアドバタイザー紙

を買い取るくらいのことができない限り，将来は知れたものだという意識になっていた。し

かし，帰国して新しい生活の途を見いだすのも日本にいるままでは容易ではなかったので，

クレーンが半年の休暇をとって，単身帰国することにした（二人が一緒に帰国できる程の経

済的余裕はなかった）。もし，米国で良い話があれば，妻子が後を追って帰国し，何も見つ

からなければクレーンが日本に戻ってくるという段取りであった。帰国したクレーンは，

「1937年の冬」（1937年初めの意？）にニューヨーク・タイムズ紙に採用が決まる41）。他に

も広告関係の仕事の話があったようだが，クレーンは最終的にタイムズ紙を選び，「今度は

君が決心する番だ」という手紙をエスターに書き送って来た。当時，エスターは大いに悩ん

だようだ。アドバタイザー紙はクレーンを必要としていたし，エスターも召使いのいる生

活42）や，アドバタイザー紙の社交欄記者と大使夫人の私設秘書という二つの仕事を手放し

たくない気持ちが強かった。しかし，10歳になっていた娘シルヴィアのことを思うと，母

国から離れ，また召使いのいるような生活が，本人のためにはならないように感じられた

し43），健在だった自分の両親にとって，シルヴィアはたった一人の孫だったことなど，いろ

いろなことを考え合わせて，帰国する決断をした。しかし，決断を下した後も，すぐには日

本を離れがたく，結局，翌年春の桜を楽しんでから，1937年 4月にエスターとシルヴィア

は日本を離れ帰国の途についた。クレーンの帰国から半年ほど遅れてのことだった。

　同年 4月 13日付の讀賣新聞は，ベタ記事ではあるが「社交界秘話出版 クレーン夫人」と

題してエスターとシルヴィア（記事では「スウビヤ」）が帰国することを伝えている。この

記事で，エスターは「社交界の婦人記者として駐日外國大公使が着任した場合，大公使夫人

は先づ第一番にクレーン夫人の知己を得なければならぬといはれるほどの東京社交界の名
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物」と評され，3段の写真も掲載されている。英字新聞の社交欄記者にして，米国大使夫人

の私設秘書という立場を足がかりに，エスターがいかに強力な立場を築いていたかを思わせ

る記事である44）。

　1936年といえば，既に満州事変（1931年），血盟団事件（1932年），五・一五事件（1932年），

国際連盟脱退（1933年），あるいは天皇機関説事件（1935年）を経ており，また，歌手クレ

ーンが関わった外資系の日本蓄音器商會は 1934年に政府の圧力の下で日産財閥系となり，

ホワイト社長も既に退任，帰国していた。そして，何よりも 1936年は，二・二六事件が起

きた年である。事件自体は事実上 4日間で終息したものの，戒厳令と戦時警備体制は 7月ま

で解かれなかった。また，反乱軍の兵営や拠点，また襲撃場所の多くは，クレーンの居宅や

アドバタイザー紙のオフィスから目と鼻の先ともいえる場所であった45）。事件は少なから

ぬ衝撃をクレーン夫妻に与えたように思われるが，彼らは，本当に戦時体制への傾斜を感じ

ていなかったのだろうか46）。

　インタビューでエスターは，戦前の日本の女性についての話題から，1931年の満州事変

の際に，知人の代理で教壇に立っていた実践女学校で，授業中に事変のことが話題になり，

なぜ米国の報道は日本に厳しいのかという生徒たちとの議論になってしまったエピソードに

言及し，「後になって考えれば，この国が国粋主義的になっていく過程の一里塚であったよ

うな出来事にいろいろ気づきます」と述べている。しかし，これに続けて聞き手が，当時の

米国の言動に対する反発はよくあったのかと質問したのに対して，エスターは「そういうこ

とはめったにありませんでした。この一回だけ。」と応じている（Crane, E., 1961, pp. 10―

12）。続けてエスターは（直接質問された事柄ではないにも関わらず）二・二六事件に言及し，

その時点では「米国人と仲が良過ぎたり，自由主義的過ぎたりする指導者への，全般的な反

感があった」と述べ，事件で殺害された犠牲者のうち 3名は前日に米国大使館で開かれた晩

餐会（エスター自身も準備に関わった）の客であり47），事件が反米的性格のものだというこ

とをすぐに悟ったと述べているが，これに続けて事件は局地的なものに過ぎず，すぐに解決

されると思っていた，とも述べている（Crane, E., 1961, pp. 12―13）。

　要するに，1936年夏以前にも，後から考えれば戦時体制への傾斜を思わせる場面にも時々

遭遇していたが，個々の出来事を大事だとは思わなかった，というのが，クレーン夫妻の（少

なくともエスターの）実感だったのであろう。一方で，娘の将来を思いやる気持ちや自分の

両親への言及があることも考えると，その少し前の1934年にクレーンの父が死去したことも，

帰国を考えさせる一因となっていたのかもしれない。

　いずれにせよ，このタイミングでの帰国の決断が，クレーン一家にとって極めて幸運なこ

とであったことは間違いない。帰国の決断について，エスターは，次のように述べている。

「でも，おそらくこの（帰国の）決断は自分が下した最も賢明な決断の一つでしたね，その

直後に日本人の対米感情がとても非友好的になってしまいましたし。私たちは 1937年 4月
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に離日しましたが，1937年 7月には盧溝橋事件が起こり，事態は一変してしまいました。

もし，あのまま私たちが残っていれば，…新聞関係者はみんなスパイ扱いされたでしょう。」

（Crane, E., 1961, p. 19）

1―7　帰国から日米開戦まで（1937―1941）

　帰国後，クレーンはニューヨーク・タイムズ紙の経済記者となり，後から帰国する妻子を

待つことになった。帰国してからしばらくの間，クレーンがどこに住所を置いていたのかは，

はっきりしていない。1936年秋に単身で帰国した後，クレーンは様々な人脈を活かして求

職活動を進めたことだろう。そして，職場を得た後は，妻子を迎える家を探さなければなら

なかったはずである。そんな頃に，クレーンは意外な形で，また日本と接触することになっ

た。

　1937年 2月，日米交換ラジオ放送の企画で，ベニー・グッドマン楽団の放送プログラムを，

ニューヨークの CBSラジオから，当時としては珍しい国際中継放送で日本へ送ることにな

った。このとき，既に帰国していたクレーンは，ニューヨーク側の日本語MC担当者とし

て番組に登場した48）。

　クレーンが日本語で曲を紹介することは事前に決まっていて，日本の新聞のラジオ欄でも

紹介されていた。朝日新聞は，クレーンが「此ジャズバンドを紹介する日本語アナウンスに

當ると云う事である」とし，讀賣新聞は，クレーンの顔写真を掲げ，彼が「グッドマン・ジ

ャズバンドの紹介と曲目を日本語でアナウンスする」と予告していた。実際に，クレーンが

放送で喋った内容は，新聞記事とは少々異なっていた49）。

　クレーンは番組の冒頭で，短い日本語のアナウンスを入れ，曲名を伏せた粋なやり方で最

初の曲「Dinah」を紹介をする。

二，三年前で，エノケンさんは「旦那，歌わせて頂戴な」と歌いました。

覚えますか？

これが同じなんですよ。

下線部は，日本語としてはやや怪し気だが，発音もなかなか達者で，「旦那歌わせて頂戴な」

の部分はちゃんと歌っている50）。「覚えますか？」は「覚えてますか？」と言いたかったの

だろう。

　番組の終わり近くでは終曲「Good-bye」に乗せて別れの挨拶をする。

あなたがたは Columbia Broadcasting Systemの
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　　アメリカから放送した programイ聴きました。

Benny Goodmanのバンドは，日本の大好かれる歌を吹き込みました。

New Yorkで土曜日の夜中はスギに来ます。

東京で日曜の午後の銀ブラは始まっています。

ですから，「おやすみなさい」と言えば，ダメでしょう。

さよなら。

この番組の日本時間での放送は，中継開始前のアナウンスを含め 2月 7日（日曜日）の午後

0時 55分から 1時 30分までで，ニューヨークから中継放送された部分は，米国東部時間で

6日（土曜日）午後 11時から 11時 30分にあたっていた。こうした国際中継放送ならでは

の放送時間の時差を踏まえた，気の利いたコメントである。これに続いて別の人物による英

語のアナウンスメントが入り，番組は曲とともに終わる。以上の二つ以外にはクレーンの日

本語アナウンスメントはなかったようだ。

　戦前の日本でクレーンがラジオのマイクの前に立ったという記録は，今のところ見つかっ

ていない。一方，占領期に再来日したクレーンは，ジャーナリストとして，しばしばラジオ

に出演していた51）。クレーンにとって，この国際中継放送は，あるいはラジオ初出演だった

のかもしれない。

　クレーンの新しい職場であるタイムズ紙は，ニューヨークの中心ともいえる，タイムズ・

スクエアに隣接する場所にある。クレーンにとって幸いだったことに，クレーン夫妻の地元

エリザベスは，ニューヨークへの通勤圏内にあった。クレーンは，夫妻それぞれの実家のほ

ぼ中間に位置する 1252 Waverly Placeに新しい住まいを求め，新しい生活に備えた52）。

　新居の地下室には，印刷機が据えられ，版組や印刷の作業ができるようになっていた。第

二次世界大戦が始まって間もない頃（おそらく 1939年），アマチュア・ジャーナリズム活動

を通じて知り合ったアルフレッド・バブコック Alfred Babcockは，仕事の都合で平日だけ

下宿としてクレーンの隣家に間借りをすることになった。このときクレーンは，バブコック

に，自分の不在時でも自宅地下室の印刷機を自由に使ってよいと告げ，バブコックもこれに

応じて，しばらくの間，頻繁にクレーン宅を訪れ，時にはクレーンと一緒に，時には一人で，

版組や印刷の作業に没頭した。バブコックによると，クレーンの家はかなり大きく，クレー

ンの家族の他にも，エスターの妹夫妻が住んでおり，他にも住人がいたようだったが，バブ

コックは裏口から入ってすぐ地下室に下りていたためか，この家の住人にはめったに会わな

かったという（Babcock, 1984, pp. 44―46）。

　帰国したクレーンは，以前にもまして，NAPAをはじめとするアマチュア・ジャーナリズ

ムの組織に積極的に関わっていった。印刷所となっていた地下室には，バブコックはじめし

ばしば同好の仲間が訪れ，作業をしたり，会議をもったりしていたようだ53）。1941年にな
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ると，14歳になったシルヴィアが（父の手も少し借りながら）自らの個人新聞「Wild 

Boar」を制作し始めた。第 1号は 1941年 9月に刊行されている（Babcock, 1984, p. 78）。大

きめの家を構えたクレーン家の地下室は，アマチュア・ジャーナリズムという趣味の絆によ

って様々な人々を引き寄せる，強力な磁場となっていた54）。

　1937年 7月 4日に，NAPAの大会がボストンで開催された際，クレーンはボストンにあ

る CBS系列のラジオ局WEEIを通して，大会と絡めてアマチュア・ジャーナリズムについ

てのラジオ番組を放送した（Babcock, 1984, pp. 41―43）。番組の中で，クレーンら NAPAの

メンバーは，個人新聞などに馴染みのないアナウンサーからの質問に答えながら，解りやす

くアマチュア・ジャーナリズムについて説明したようだ55）。

　こうして帰国したクレーンは，本業のタイムズ紙での仕事にも，アマチュア・ジャーナリ

ズムの活動などにも，精力的に情熱を傾けるようになった。一方，遅れて帰国したエスター

も，程なくして地元の the Elizabeth Daily Journalで働き始めた（Crane, E., 1961, p. 21）。ク

レーン夫妻は，日本では切り開けないと感じていた将来への手応えを，それぞれに感じとり

始めていたのかもしれない。

 （つづく）　　

注　　　　　　　　
1）本稿では，カタカナ表記については慣用を尊重しつつ，1991年の「外来語の表記」第 2表に
準拠する。例えば，「ジャパン・アドバタイザー」については，当時も「アドバタイザー /ア
ドヴァタイザー」の両方を日本語表記で用いていたが，より頻度が高かった前者を尊重した。
また，英語の二重母音の表記が問題となる「クレーン /クレイン」については，前稿（山田，
2002, p. 191 ; p. 199）で言及したように，歌手としての言及では「クレーン」，記者としての言
及では「クレイン」が優勢であり，前稿では使い分けをしたが，本稿では「クレーン」に統一
した。

2）クレーンの，アマチュア・ジャーナリズムを通した知人であった Victor A. Moitoretは，クレ
ーンについての記事「Burton Crane　Supermyth or Superman」を「The National Amateur」
1975年 6月号に寄稿した（原文は未見）。この記事の一部は Babcock（1984, pp. 21―23）に抄
録されている。そこに記載された内容の多くは，クレーンの個人新聞に記されたことを踏まえ
ているようだが，クレーンの個人新聞はほとんど失われているので（Babcock, 1984に採録さ
れた記事以外は全く未見），記述された内容の裏付けがない箇所が多く，注意を要する。以下，
「Moitoretの記事による」という場合は，他に裏付けの記述がないことを意味する。
　Moitoretの記事によれば，父方の家系は 1640年まで遡ることができ，母方の家系には合衆
国の独立宣言に署名した人物がいたという（Babcock, 1984, p. 21）。

3）クレーン師の経歴については，おもに The Princeton Alumni Weekly, XXXV―11, p 258の紙碑，
および the Elizabeth Daily Journal紙 1934年 10月 20日付の追悼記事「ILLNESS IS FATAL TO 

REV.DR.CRANE」の記述による。さらに，クレーン師の死後，末子 Schuylerが，（おそらくは
神学校の求めに応じて）1941年になってから神学校に提出した死亡届（Necrological Report）
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も参照した。
4）Buffalo Express紙 1899年 5月 9日付の記事「CALL TO A PASTOR」は，招聘を決定する小会（教
会の運営会議）の様子が報じられており，クレーン師の年俸が 3000ドルになることなども記
されている。
　バッファローのカルヴァリー長老派教会は，327 Delaware Avenueにあったが，この通り沿
いには，各宗派の教会がいくつも集まっていた。カルヴァリー教会は，その後，1920年代から，
信徒の減少などで運営が困難になり，1940年末に廃止され，翌年 3月には建物も取り壊された。
跡地は，低層オフィス・ビルになっている（2006年現在）。

5）この住所は，Babcock（1984）が紹介する，当時のクレーンの個人新聞の記載のほか，当時の
エリザベスのディレクトリー類や，プリンストン大学に残る同窓生関係の史料にも父クレーン
師の住所として記載がある。クレーン師の没後も，未亡人となったメイベルが住み続けた。こ
の家があった一帯は，（あるいは道路の拡幅整備などがあったのかもしれないが）当時並んで
いた家並みが一掃され，跡地は小規模なショッピングセンターの敷地の一部になっている
（2006年現在）。

6）The Princeton Alumni Weeklyの紙碑（注 3参照）には時期は明記されていないが 18年間にわ
たって Directorであったとされているが，死亡届（注 3参照）には 1909年から 1929年と記
されている。
　また，ストーン基金の講師であった年次も，前者では 1922年，後者では 1921年となってい
る。

7）シルヴィアさんへの聞き取り，および the Elizabeth Daily Journal紙 1934年 10月 20日付 1面
のクレーン師の追悼記事「ILLNESS IS FATAL TO REV. DR. CRANE」の記述による。

8）ここでまとめているクレーン少年のイメージは，シルヴィアさんが母エスターや親戚からの伝
聞として，筆者に語った内容による。

9）Moitoretの記事（注 2参照）によると，当時クレーンが使っていたのは，ボストンにあった
Golding社製の 6×9サイズ（A5判より少し大きい規格）の手動印刷機で，鉛活字は Calson 

Old Styleの 10ポイント活字が 37ポンド半，8ポイント活字が 25ポンドあり，さらに 6ポイ
ントから 30ポイントまで見出し用の活字もあった。さらに，Powell，4種類のゴチック，Ron-

aldsonといった字体も使っていたという（Babcock, 1984, p. 22）。
　Moitoretはまた，クレーンは「The Owlets」という 2½×3½サイズ（名刺大より少し大きい，
A7判くらい）の小さい個人新聞も「夏に」2号刊行したとも述べている。これが本当だとす
れば，1913年の夏のことであろうか？ （Babcock, 1984, p. 22）

10）NAPAの公式サイトにある，歴史紹介の記述によれば，自ら版を組んで新聞を印刷する，アマ
チュアの手による個人新聞の刊行は，米国では既に 1840年代には広まっていたという。また，
NAPAは 1876年 2月 19日にフィラデルフィアで正式発足した，個人新聞（アマチュアが個人
として自作する，新聞の体裁をとる刊行物）発行者の組織で，刊行物の交換や，印刷・編集技
術の研修などを通じた会員の交流を促進している。
http://www.amateurpress.org/ajhist/apc.htm（最終アクセス：2008年 4月 3日）

11）シルヴィアさんへの聞き取りによると，この家はWestminster Avenueにまだ残っているらしい。
この通りは，谷筋の緩やかな坂になっていて，坂を下りきった南端の Price Streetとの角に，
ウェストミンスター長老派教会が建っていた。
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12）インタビューでエスターは，クレーンとの出会いを「私たちが 12歳のとき」と述べているが，
クレーン師の着任は 1910年であり，その時点では二人は 9歳であったはずだ。もっとも，敢
えて「12歳のとき」と述べているのは，お互いを意識したのが，クレーン師の着任の数年が
経ってからということだったのかもしれない。

13）ブレア校は，1848年に設立された。ブレア校公式サイトの記載によると，もともと男女共学
だったが，やがて事実上の男子校となり，1915年には制度上も男子校となった。この体制は，
その後 1970年に共学が再導入されるまで続いた。
http://www.blair.edu/About Blair/ab history.shtml　（最終アクセス：2008年 4月 3日）

　　　高校でのエピソードは，Babcock（1984, pp. 230―237）に収録された Enno Hobbingによる
追悼記事「Wall Street’s Minstrel of Profit」を踏まえている（pp. 232―233）。初出は，「Pageant」
1961年 8月号というが，Babcockもこの雑誌を詳細不詳としている（初出は未見）。Hobbing

の記事は，クレーンの個人新聞の記事を踏まえた記述も多いようだが，クレーンの戯曲に関す
る記述など，他には見られない記述も多い。しかし，他方では明らかな年号の誤記などもあり，
注意を要する。以下，「Hobbingの記事による」という場合は，Moitoretの記事（注 2参照）
と同様に，他に裏付けの記述がないことを意味する。
　「トロイのヘレン（トロイアのヘレネ）」はトロイア戦争の原因となったとされる絶世の美女
のこと。クレーンは男子校の学校演劇で女形を演じていたのである。

14）クレーンは 1918年の入学だが，米国では入学年次ではなく，卒業［見込み］年次で「class of 
’22」のように同期生全体を表現する。クレーンが晩年に（日付は明記されていないが，おそ
らく 1962年の後半か死の直前の 1963年に），（おそらくは卒業 40周年記念行事＝1962年＝と
の関係で）プリンストン大学同窓会から回答を求められた質問票の学歴欄には，質問文の末尾
にわざわざ「われわれは実にごた混ぜの集団だったね，戦争の後だったし」と括弧書きで補足
されている。クレーン自身は入学時に 17歳であったが，第一次世界大戦の影響もあって，入
学が遅れた者や軍務経験がある者も，クレーンの同期生には少なからずいたのであろう。
　後に民主党の有力政治家となったアドレー・スティーヴンソン Adlai Stevensonも，年齢は
一つ上だがクレーンの同期生であった。スティーヴンソンは，大統領選挙で二度民主党の候補
となりながら二度とも落選したが，ケネディ政権下のキューバ危機の際には国連大使として活
躍した。なお，シルヴィアさんへの聞き取りでは，クレーン家や，その周囲の人々は，民主党
支持者が多いということであった。

15）1932年 4月に刊行された「Masaka」の第 3号で，クレーンは「私は昔，ボーイ・スカウトで，
何ポンドも何ポンドも焼け焦げたランプ・ステーキを食べたことがある。私は昔，（大学の）
予備役将校訓練課程の砲兵隊の一員で，馬から振り落とされて膝まで水の浸かったこともあ
る。」などと述べている（Babcock, 1984, p. 25）。

16）前稿（山田，2002）では，全編を通してクレーンがプリンストン大学を卒業したことを前提と
して記述がなされている。これは，日本語で得られたハリス（1986，pp.. 47―48）などの記述
に引きずられた結果であった。この点は，結果的に明らかな誤りであり，全面的に訂正する。

　　　Hobbingの記事（注 13参照）によると，中退したのは経済的な理由であったようだが（Bab-

cock, 1984, p. 233），シルヴィアさんによると，クレーン自身は「大学は天才のための場では
なかった」と冗談めかして語っていたそうである。

17）以下いちいち典拠として示さないが，クレーンの職歴について，最も信が置けると判断し，本
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稿での記述の基本としたのは，晩年のクレーンが回答した質問票（注 14参照）の職歴欄である。
　Hobbingの記事（注 13参照）によると，大学を中退した後，クレーンはニューヨークの建
設会社で，艤装工，作業時間管理，資材調達，工事見積りなどの仕事をして，週給 42ドルを
稼いでいたという（Babcock, 1984, p. 233）。質問票への回答では，見積り担当（Estimator）だ
けが記載されている。

18）Moitoretの記事による（注 2参照）。これが正しいとすると，当時のクレーンの週給は，直前
に建設業関係で働いていたときの 3分の 1ほどであり，未熟練労働者の平均的水準にも達して
いなかったことになる（Babcock, 1984, p. 23）。クレーンが勤めた地元紙のうち the Elizabeth 

Times紙は現存していない。また，the Newark Ledger紙は，統合によって the Star-Ledger紙と
なった。現在，エリザベスを本拠とする日刊地域紙は存在しておらず，ニュアークを拠点とす
る the Star-Ledger紙は，それに代わる機能を果たしている。

19）1923年にクレーンが転職を繰り返した事情は，よく解っていない。質問票（注 14参照）の政
治活動欄には，1923年のニュージャージー州議会議員選挙に出馬して落選したことが記され
ているが，転職との前後関係や因果関係は不明である。クレーンは政治活動の経験について，
この出馬・落選のみを記載している。

20）Hobbingの記事（注 13参照）によれば，クレーンは一度は招聘を断ったが，フライシャーの
重ねての要請を受けて，アドバタイザー紙への参加を受諾したという（Babcock, 1984, p. 233）。

21）エスターは，地元エリザベスの Battin High Schoolから，マサチューセッツ州Wellesleyにあ
る名門女子大学ウェルズレー・カレッジ（Wellesley College）に進み，1923年に卒業した。大
学での専攻は美術であった。学寮には「ユキ」という日本人の留学生（戦後は服飾デザイナー
になったという）がいて，二人との親交は戦後まで続いた（Crane, E., 1961, pp. 8―10 : pp 33―
36）。また，後に（1953―1962年）津田塾大学学長を務めた 粕谷よし も当時の級友であった
（Crane, E., 1961, pp. 29―30）。

22）インタビューでクレーンは，（アドバタイザー紙と契約した）「当時の日本への関心は？」とい
う質問に，「ごく僅か Very little」と答えた上で，Katharine Priest Craneというおばについて
言及している。彼女は，中国への伝道に派遣されて北京の女子大学で教鞭をとっていたが，
1911年の辛亥革命後，しばらく日本に退避していたため，直接，日本について知るところが
あり，クレーンはこのおばから日本の滞在経験を聞く機会があったという（Crane, B., 1961, 

p. 2）。
23）インタビューでクレーンは，團琢磨（やや不正確に Takamadanと記載されている，以下同様），
串田万蔵（Manzo-shida），結城豊太郎（Toyotaru Yuki），門野重九郎（Takuro Kadono），井上
準之助（Junnosuke Inouyi）ら経済界の重鎮の名を挙げ，彼らとそれぞれ長い会話の機会を持
ったこと，特に，井上とは親しかったことを述べている（Crane, B., 1961, pp. 8―9）。ここで列
挙された名前がすべて微妙に不正確であることには注意しておかなければならないが，それぞ
れの人物についての役職名などから言及されている人物は同定できる。なお，「Inouyi」と記
された井上については，後から「Inoue?」と追記されている（p. 9, 2行目）。

24）インタビューでクレーンは，アドバタイザー紙の仕事が午後 11時に終わった後，12時まで営
業している近所のバーへ出かけて日本語会話の練習をしていたこと，1929年になって，自分
より後から来日し，語彙も少ない若い同僚たちが，自分より達者に日本語を話していることに
気づき，以降は一人でバーに出かけることにしたことことを述べている（Crane, B., 1961, 
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p. 13）。
25）各紙との通信員としての契約の時期は，クレーン本人がプリンストン大学へ提出した，

1940年 4月 24日付の同窓生記録（Alumni Records）の記載による。ここで言及された 3紙の
通信員としての仕事は，1936年にクレーンが日本を離れるまで続けられた。

26）The Princeton Alumni Weekly, 63―20, p 20に掲載されたクレーンの紙碑には，当時のクレーンが
「米国，英国，日本の主要な経済誌に寄稿していた」とも記されている。

27）Babcock （1984）には，クレーンが不定期に刊行していた個人新聞「Masaka」の紙面の一部を
復元して収録している箇所がいくつかあるが，1931年 10月に刊行された「Masaka」の第 1

号（p. 10）と，1933年の刊行と Babcockが判断している号数不明号（第 4号？）（p. 15）には，
「5 Enokizaka, Reinanzaka, Tokyo」という所在地の記載がある。また，同様に 1932年 4月の刊
行とある第 3号（p. 24）には，「5 Enokizaka, Akasaka, Tokyo」とある。
　霊南坂町は，榎坂町の南側に隣接する台地上の町である。また，（町名ではなく）坂の名と
しての「霊南坂」は，（これも町名ではなく）坂としての榎坂の上，米国大使館の正面の辺り
から，西南西に台地上へ一直線に登る急坂で，榎坂町と葵町の境界を成していた。榎坂町 5番
地は坂としての霊南坂には面していない。クレーンが，住所に「Reinanzaka」と表記している
のが，単純な誤りなのか，何らかの意図があったのかは判断が難しいが，榎坂町 5番地の一部
に，霊南坂町に隣接し，霊南坂教会とは鼓坂を挟んで並ぶ位置に，地図で見ると突出して霊南
坂町に食い込むような形になっている部分があることは注意しておくべきだろう。もしこの一
角にクレーンが住んでいたのだとすれば，「霊南坂町に接する榎坂町 5番地」という意識があ
って，上記のような住所の記し方をしたのかもしれない。
　1930年代半ばのもの（昭和 9～12年刊）とされる赤坂区の火災保険特殊地図には，この一
角に 4軒の家が記載されているが，北側の 2軒には居住者の姓が記載されている，これに対し
南側の 2軒には記載がない。このうち南西の家については戦前戦後を通じて日本人が住んでい
たが，南東の家には戦後「外国人」が住んでいた時期があった，という話が近隣での聞き取り
で聞かれた。戦後占領期のクレーンは白金三光町に居を構えており，この「外国人」はクレー
ンではない。しかし，戦前に永くクレーン一家が住んでいた家が残っていたのだとすれば，そ
れが占領期に「外国人」によって使用されたことは自然なことであるように思われる。
　榎坂町 5番地は，後にその大部分が森ビルによる市街地再開発の区域に含まれ，現在のアー
クヒルズの建物及びその南側を通る桜坂（再開発前とは位置・線形が変わっている）となって
いるが，上記の 4軒が建っていた一角はアークヒルズには含まれない隣接地となっており，駐
車場とオフィス・ビルになっている。

28）Hobbingの記事（注 13参照）によれば，ヨネ某は，まずクレーンのオフィスを訪問して「米
国の歌」を教えてほしいと求め，クレーンがいくつか歌詞を書いて渡すと，クレーンに「Drunk 

Last Night」と「Show Me The Way To Go Home」の 2曲を歌ってほしいと言い，クレーンは
求められるままに 2曲を歌った。数週間後，ヨネからクレーンに「明日の昼に，あなたの歌を
録音します」という電話が入るが，クレーンは「上手く行きますように」とだけ述べて電話を
切ってしまう。ヨネは再度電話を入れ「あなたに歌っていただきたいんです」とクレーンに改
めて告げたという（Babcock, 1984, p. 234）。
　しかし，この説明には潤色が施されているように思われる。クレーンは質問票（注 14参照）
の最後に自由回答として綴った文の中で，日本で活躍していたテノール歌手 Adolfo Sarcoli
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（1867―1936）に師事したと述べているが，これを信じるならば，自ら歌って録音することを前
提に，プロのレッスンを受けていた可能性があるだろう。

29）クレーンは質問票（注 14参照）の最後に自由回答として綴った文の中で，日本での録音にも
言及しているが，そこでは「56面が発売された」とある。これが，単純な錯誤なのか，コロ
ンビア系列の廉価版レーベル（リーガルなど）から再発されたものを重複して数えているのか，
あるいは未確認の（未発売の？）音源が存在するのかは不明である。

30）その後に確認された音源など，クレーンが日本に残した音源で，山田（2002, p. 192）の表 1で
欠落していたのは，コロムビア盤として 1932年 3月新譜で出された漫談「アルコール行進曲」
（SP盤の両面にわたるもの）と，1936年 2月新譜としてテイチクから出された上村まり子と
のデュエットによる「二人は若い /恋は荷物と同じよ」である。これらを含めた，クレーンの
録音に関する情報は，ネット上で公開している。
http://camp.ff.tku.ac.jp/TOOL-BOX/PMlibrary/BC-songs.html

31）インタビューでクレーンが「Dotonbori Shochikuza」として言及した道頓堀の大阪松竹座は，
1923年に大阪初の洋式劇場として開場し，しばしばレビューも上演した。大阪松竹座は，
1997年に全面的に改築されたが，ファサードの一部は残された。
　インタビューでクレーンが「Shochiku Girls Opera Company」として言及しているのは，当
時の松竹楽劇部のことで，後に 1934年から 1943年にかけては大阪松竹少女歌劇団（OSSK），
さらにその後は大阪松竹歌劇団（OSK）と称し，曲折を経て現在の OSK日本歌劇団の前身と
なった。
　なお，Hobbingの記事（注 13参照）には，時期は特定されておらず，1932年のことか，別
の機会のことかは解らないが，クレーンが記者としての出張で大阪に行った時に「Shochiku 

Girls Opera Company」の唯一の男性共演者として舞台に上がり，記者の仕事の合間に一日 3

回の舞台を務めたことが紹介されている。「昼休み時に 1回目，次は就業時間後，3回目は夜
になってからだったので，自分の仕事の邪魔にはならなかった」とクレーンは語っていたよう
だ（Babcock, 1984, pp. 234―235）。
　また同様に時期は不明だが，「大阪の松竹座」の舞台に「虚無僧姿」で登場したこともあっ
たという（山田，2002，注 25）。

32）「Masaka」第 3号には，クレーンが二人の女性に挟まれて並んで写っている写真が掲載され，
「日本で一番のジャズ歌手淡谷のり子嬢（Miss Norika Awaya）と，編者［クレーン自身のこと］，
そしてレビュー歌劇のスターのエース若山千代嬢（Miss Chiyok Wakayama）」という説明がつ
いている（Babcock, 1984, pp. 26―27）。ここでは二人の女性の名が微妙に誤記されているが，
これがクレーン自身の誤りなのか，Babcockの編集の際の誤りなのかは確認できない（私見で
は後者の可能性が高いと思う）。この同じ写真は，日本コロムビアの『コロムビア 50年史』（コ
ロムビア，1961，ページ記載なし［50年のあゆみ，総営業部東京へ進出］）や，森岩雄（1975，
p. 145）にも収録されているが，それぞれ淡谷への言及はあっても，クレーンの向かって右に
写っている女性が，松竹楽劇部のトップスターだった若山千代であることは触れられていない
（山田，2002，注 8）。

33）千日前にあった大阪劇場は，1933年に「東洋劇場」として開場し，翌 1934年に大阪劇場（通
称「大劇」）と改称され，その後は OSKのレビューや歌手の公演などで永く親しまれたが，
1991年に取り壊された。したがって，この大劇でのジャズ楽団の公演は，直前で言及されて
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いる 1932年と同時期のことではなく，1934年（あるいは 1933年）以降，クレーンが帰国す
る 1936年秋までの間のどこかでの出来事だったはずである。

34）例えば，ネット上には，クレーンが 1933年 4月には，日比谷公会堂で行われた「コロムビア・
オンパレード」に出演していたという記述がある。
http://homepage3.nifty.com/kobikido_shoten/pw200106.htm　（最終アクセス：2008年 4月 3

日）
この記述は，古本市でそのパンフレットを見つけた人物の日記に出てくるのだが，照会したと
ころ，現物は買わなかったので具体的な裏付けはない，ということであった。

35）この住所届のカードには，近く日本についての本が出版される予定だとあるが，これが何を指
すのかは解らない（あるいは企画が没になったのかもしれない）。また，コロムビア・レコー
ドのために日本語で歌っている，とあるので，時期としては 1931―1934年に同窓会に送られた
ものと思われる。

36）クレーンが質問票（注 14参照）の最後に自由回答として綴った文の中の，演劇関係の実績に
ついての記述を踏まえている。アーニー・パイル劇場は占領期に東京宝塚劇場が接収されてい
た時期の名称。Spring Lakesは，ブロードウェイに準じるとされる演劇の拠点の一つ。

37）クレーンは，悲劇だけでく，ギリシア古典喜劇の翻案もやっていたようで，前稿（山田，2002，
注 43）で紹介したように，Beech（1954，p. 116）では，クレーンが，アリストファネスの『蛙』
の翻案に取り組んだことが示唆されている。
　なお，前稿（山田，2002）では Keyes Beechを「キーズ・ビーチ」と記したが，「カイズ・
ビーチ」とすべきであった。訂正しておきたい。

38）クレーンが質問票（注 14参照）の最後に自由回答として綴った文による。
39）Hobbingの記事（注 13参照）による（Babcock, 1984, p. 235）。
40）インタビューでエスターは，「1937年に日本を離れたのは戦争の予感があったからなのかとよ
く質問されますが，私たちはそんな感じはしていませんでした」と述べている（Crane, E., 

1961, 12）。
41）他にも，広告関係の仕事の話があり，ごく短期間は実際に企業の宣伝担当の仕事にも手を染め
たようだが，仕事が性に合わず，直ぐに辞めてしまったらしい。クレーンは，時期の記載のな
い，1937年後半から 1940年にかけてのいずれかの時点で刊行された「Masaka」第 6号で，「私
が宣伝部長（Publicity Director）をやっていた時のことを憶えている人はいますか？ いな
い？ まあ，そういう人はほとんどいないでしょう」などと記している（Babcock, 1984, p. 63）。

42）インタビューでエスターは，「クニさん」という女性のことに言及している。彼女は，戦後に
クレーン一家が東京に戻り，白金三光町に居を定めた後，新聞にクレーンの名が出たのを頼り
にクレーン家を訪れてきた。この再会はエスターにとって非常に感激的なもので，クニさんは
その娘とともに再びクレーン家で働くことになった（Crane, E., 1961, pp. 34―35）。

43）召使いのいる生活は娘のためにならないと感じた，というエスターの述懐は，エスターの母校
であり，やがてシルヴィアの母校にもなったウェルズレー・カレッジのモットー「Non Minis-

trari sed Ministrare（仕えられるな，仕えよ）」を連想させるものである。
44）クレーンの，アマチュア・ジャーナリズムを通した知人であり，詩人であった Sheldon Wes-

sonは，クレーンの残したライト・ヴァース（light verse）についての記事「The Crane I 

know」の中で，エスターを評して次のように述べている。「エスター，冷静なる貴婦人，動じ
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ることなし，イングランドの近頃の女王（王妃）たちの代役にぴったり。」（Babcock, 1984, 

p. 204）
45）二・二六事件で反乱軍への参加者を多数出した歩兵第 3連隊は麻布区龍土町（現在の国立新美
術館周辺，以下同様），歩兵第 1連隊は赤坂区檜町（東京ミッドタウン），近衛歩兵第 3連隊は
赤坂区一ツ木町（赤坂サカス）にあり，反乱軍が拠点とした山王ホテルと料亭幸楽は麴町区永
田町（山王パークタワーとプルデンシャルタワー）にあった。いずれも当時のクレーンの自宅
があった赤坂区榎坂町（アークヒルズ）から直線距離で 2 kmも離れていない場所である。反
乱軍に襲撃された首相官邸，高橋是清蔵相私邸もやはり同じような距離内にあり，侍従長官邸
もこれに準じる位置にあった。また，反乱軍に占拠された朝日新聞社（有楽町マリオン）は，
アドバタイザー紙の入っていたビル（東京松村ビル）から 500 mも離れていなかった。
（この観点について，箸本健二から示唆を得た。）

46）クレーンはインタビューで，井上準之助と團琢磨の暗殺（血盟団事件），犬養毅の暗殺（五・
一五事件）に言及し，それが二・二六事件につながったという見方を示している（Crane, B., 

1961, pp. 10―11）。
　また，前稿（山田，2002, p. 202）でも言及したように，ハリス（1986，pp. 55―56）はアド
バタイザー紙の社内で発言した軽口のためにクレーンが憲兵隊本部へ連行されたというエピソ
ードを伝えている。こうした経験をしながら，クレーンが国粋主義的傾向，あるいは戦時体制
への傾斜をまったく感じ取っていなかったとは考えにくい。

47）前夜の晩餐会の客のうち 3人が殺害されたというのは，事件の当日にエスターがそのように告
げられ，そう理解したということであり，必ずしも事実であるとは限らないだろう。当時は，
岡田啓介首相死亡などの誤報が速報されていたし，伝聞情報は必ずしも正確ではなかった。
　なお，二・二六事件との関連での言及はないが，エスターは吉田茂の最初の夫人・雪子と親
しかったことにも言及している（Crane, E., 1961, pp. 13―14）。雪子の父で，内大臣・伯爵であ
った牧野伸顕も，二・二六事件では襲撃され，危ういところで難を逃れている。

48）当時は，後に NHKとして統合される事になる各地の公共放送局が，都市名とコールサインを
基にした局名をそれぞれ名乗っていた。この国際中継放送は，東京 AK（第一放送）をキー局
として，各地の放送局（大阪 BK，名古屋 CK，など）に中継されており，ほぼ全国で聴くこ
とができたものと思われる。
　この放送について，前稿（山田，2002，注 33）では森（1975，p. 145）の「昭和十二年春に，
日米交換ラジオ放送が行われた時，クレーンは，米側アナウンサーになって，ベニー・グッド
マン楽団の対日放送の司会をつとめた」という記述を紹介した上で，事実関係について未確認
とした。
　その後，瀬川昌久氏に，この音源が『BENNY GOODMAN／HELLO JAPAN 1937』（1986）
として日本のインディー・レーベル Doctor Jazzから LP盤で商品化された際の見本盤をお借
りし，内容を確認することができた。また，放送の日付が確認できたことで，当時の新聞記事
なども参照が可能となった。放送内容についての本稿の記述は，LP盤の内容に基づくもので
ある。
　なお，この放送については，なぜクレーンに白羽の矢が立ったのか，など，諸々の事情がな
お不明である。

49）朝日，讀賣両紙とも，1937年 2月 7日ラジオ欄を参照のこと。両紙とも，記事の中でクレー
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ンのヒット曲「酒がのみたい」に言及しようとしているのだが，朝日には「酒呑めよ」，讀賣
には「酒呑めば」とあり，いずれも曲名を正確に記していない。

50）「Dinah」は，1934―1935年ころから日本でも大変流行しており，様々な日本語の歌詞でも歌わ
れていた。日本語ではディック・ミネの「ダイナ」（1935年）が最も良く売れたが，コミカル
な歌詞で歌う榎本健一の「エノケンのダイナ」が SP盤で発売されたのは 1936年 10月だった。
クレーンの言う「二，三年前」が，「Dinah」が流行り出したのがその頃という意味なのか，
あるいはレコード化のずっと前から榎本がこの歌詞で歌っていたという意味なのかは判断が難
しい。

51）前稿（山田，2002, p. 206）でも言及したように，占領期に再来日していたクレーンについて，
榎本（1947，p. 67）は「今日マツカーサー司令部の民間情報教育部にあつて，新聞紙上に，又
ラヂオ放送に大活躍をつづけてゐる」と紹介している。

52）クレーンは，1937年 3月 17日付で，この家を恒久的な住所としてプリンストン大学同窓会に
届け出ている。エスターとシルヴィアが帰国の途についたのが 4月になってからであったこと
を考えると，おそらくクレーンは，エスターの実家であるメリック家の協力も得てこの家を手
に入れたのであろう。
　この家は，増築されてひとまわり大きくなっているが，当時の面影を残して現地に残ってい
る（2006年現在）。

53）例えば，1937年当時，クレーンが仲間と連名で出していた個人新聞「Ol’ Meanie」第 2号（1937

年 5月刊行）には，1937年 5月 2日に The Metropolitan Press Clubの会合が，クレーン家の
地下室で開かれたことが記されている（Babcock, 1984, p. 51）。

54）シルヴィアさんへのインタビューの際に，夫 Laurence Eisenlohr氏と最初に会った場所が，や
はり自宅の地下室であったという話が聞かれた。Eisenlohr氏は，詩人としてアマチュア・ジ
ャーナリズムに関わっていたが，知人に同行してクレーン家の地下室を訪れた時に，初めてシ
ルヴィアさんと出会ったそうである。ただし，はっきりした時期がいつかは確認できなかった。

55）放送の内容は，Edwin Hadley Smithの個人新聞「Boy’s Herald」1937年 8月号に採録されてい
るというが，未見。Babcock（1984）には，クレーンの発言を中心とした抄録が収められてい
る（pp. 41―43）。

　＊謝辞等は，連載終了時に掲載することとしたい。
　＊クレーンについては，研究室のウェブサイトも参照されたい。
　　http://camp.ff.tku.ac.jp/TOOL-BOX/PMlibrary/BC-links.html
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